
パ
イ
オ
ニ
ア
風
力
機
会
長
　
　
（
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
戸
次
　
英
之
氏

工
場
向
け
引
き
合
い
好
調
車
業
界
で
更
新
需
要
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
・
エ
ア
吸
着
マ
ッ
ト

トップインタビュー

　
と
つ
ぎ
・
ひ
で
ゆ
き
　

年

昭

名
古
屋
市
立
工
業
高

校
卒
、
同
年
送
風
機
メ
ー
カ
ー
に
入
社
。

年
パ
イ
オ
ニ
ア
風

力
機
設
立
。
大
分
県
出
身
。

歳
。

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
パ

イ
オ
ニ
ア
風
力
機

名
古
屋
市

緑
区
、
戸
次
貴
裕
社
長
、
０
５

２
・
８
９
２
・
６
８
５
５

は
、
工
場
向
け
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー

や
靴
底
の
汚
れ
を
除
去
す
る
エ

ア
吸
着
マ
ッ
ト
な
ど
を
手
が
け

て
い
る
。
顧
客
は
自
動
車
関
連

か
ら
食
品
企
業
ま
で
幅
広
い
。

受
注
状
況
か
ら
見
た
景
況
感
や

販
売
戦
略
に
つ
い
て
戸
次
英
之

会
長
に
聞
い
た
。

名
古
屋
・
伊
藤
吉
登

◇

　
―
景
気
動
向
を
ど
う
見
て
い

ま
す
か
。

　
「
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政

策

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る

経
済
活
性
化
を
実
感
し
て
い

る
。
食
品
や
医
薬
品
な
ど
の
業

界
で
は
、
工
場
の
新
設
や
増
設

で
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
の
受
注
や
引

き
合
い
が
増
え
た
。
円
高
是
正

が
功
を
奏
し
、
一
時
期
、
受
注

が
落
ち
込
ん
で
い
た
自
動
車
業

界
で
も
更
新
需
要
が
出
て
き

た
。
工
場
や
事
務
所
の
出
入
り

口
に
設
置
す
る
吸
着
マ
ッ
ト

は
、
前
年
同
期
比
約
２
割
増
で

伸
び
て
い
る
。
６
―
８
月
は
フ

ル
操
業
だ
っ
た
」

　
―
取
引
先
の
動
き
に
変
化
は

あ
り
ま
す
か
。

　
「
食
品
メ
ー
カ
ー
で
は
東
南

ア
ジ
ア
地
域
に
進
出
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
直
近
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
日
系
食
品
関
連
企
業
に
エ
ア

シ
ャ
ワ
ー
を
納
め
た
。
吸
着
マ

ッ
ト
は
中
国
で
も
広
く
使
わ
れ

て
い
る
。
製
造
現
場
の
ク
リ
ー

ン
化
の
重
要
性
は
高
ま
る
。
現

在
は
国
内
で
取
引
が
あ
る
日
系

企
業
向
け
が
大
半
だ
が
、
今
後

は
現
地
資
本
の
企
業
の
採
用
を

期
待
し
て
い
る
」

　
―
主
力
で
あ
る
国
内
市
場
で

の
販
売
促
進
策
は
。

　
「
人
口
減
少
に
よ
る
市
場
縮

小
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
新
規

顧
客
を
開
拓
す
る
。
大
規
模
商

業
施
設
や
医
療
機
関
は
室
内
に

砂
や
泥
を
持
ち
込
ま
れ
る
の
を

嫌
う
。
当
社
製
の
吸
着
マ
ッ
ト

は
段
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
老

人
や
子
供
も
安
心
し
て
歩
け
る

点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
空
港
や

港
に
対
し
て
は
、
靴
に
付
着
し

た
外
来
種
の
持
ち
込
み
防
止
の

用
途
を
提
案
す
る
」

　
―
７
月
に
長
男
の
貴
裕
氏
が

社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
「
最
近
は
海
外
案
件
も
多
い

た
め
、
行
動
力
が
大
切
だ
。
ま

た

歳
の
若
い
発
想
で
、
自
社

技
術
を
生
か
し
た
新
分
野
の
製

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
私
は
若
手
の
多
い
九
州
工

場

大
分
県
日
出
町

の
教
育

に
力
を
入
れ
る
。
ア
ジ
ア
市
場

へ
の
供
給
拠
点
と
し
て
の
大
分

の
地
の
利
を
生
か
し
た
い
」

　
―
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ
で

は
２
０
１
２
年
か
ら
副
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
「
異
業
種
や
行
政
関
係
の
人

と
接
点
を
持
て
る
の
が
魅
力

だ
。
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
の

社
長
ま
で
問
題
意
識
を
持
っ
て

参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
人
が
多

い
。
講
師
の
人
選
が
良
い
た

め
、
毎
回
、
講
演
会
に
出
席
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
経
営
の

方
向
性
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な

場
だ
」

自社開発製品を柱に富士機械工業・和田隆雅社長　�

組
み
立
て
中
の
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機

　
私
の
父
が
富
士
機
械
工
業
を
興
し
た

の
は
１
９
４
９
年

昭

の
こ
と
。

父
は
南
満
州
鉄
道
の
技
術
者
で
「
特
急

あ
じ
あ
号
」
の
開
発
に
も
携

わ
っ
て
い
た
。
私
自
身
も
大

連
市

遼
寧
省

で
生
ま
れ

た
。
日
本
の
敗
戦
後
、
父
は

苦
労
し
て
帰
国
し
、
事
業
を

始
め
た
。
創
業
当
初
こ
そ
機

械
部
品
加
工
な
ど
を
請
け
負

っ
て
い
た
が
、
一
貫
し
て
自

社
開
発
商
品
を
柱
に
据
え
て

き
た
。
そ
れ
は
今
も
変
わ
ら

な
い
。

　
自
社
製
品
の
第
１
号
が
ビ

ー
ル
会
社
に
納
め
た
コ
ン
ベ

ヤ
ー
。
そ
の
後
も
リ
フ
ト
や

日
本
専
売
公
社

現
Ｊ
Ｔ

向
け
た
ば
こ
製
造
プ
ラ
ン

ト
、
自
動
車
の
溶
接
・
組
み

立
て
ラ
イ
ン
な
ど
を
手
が
け

た
。
ま
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
用
の

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ピ
ン
セ
ッ
タ
ー
が
時

流
に
乗
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
、
会
社
の
規

模
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
た
。

　
現
在
の
主
力
事
業
で
あ
る
印
刷
機
と

出
会
っ
た
の
は

年
の
こ
と
。
大
日
本

印
刷
と
提
携
し
、
金
属
印
刷
機
を
試
作

し
た
。
私
が
こ
の
会
社
に
入
社
し
た
の

が

年
。
専
売
公
社
向
け
の
仕
事
が
繁

忙
を
極
め
、
印
刷
機
事
業
も
始
ま
っ
て

い
た
。

　
た
だ
印
刷
機
は
欧
州
仕
様
だ
っ
た
た

め
、
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
。
改
良
に

改
良
を
重
ね
て
金
属
板
用
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
機
「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
」
を
世
に
送

り
出
し
た
。
食
品
容
器
や
化

粧
缶
な
ど
に
印
刷
す
る
装
置

で
、
国
内
で
は
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
、
世
界
で
も
３
社
し
か
な

い
。
ニ
ッ
チ
市
場
の
ガ
リ
バ

ー
企
業
と
自
負
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
続
い
て

年
に
グ

ラ
ビ
ア
印
刷
機
の
初
号
機
を

完
成
さ
せ
た
。
金
属
印
刷
機

の
用
途
は
缶
詰
な
ど
の
食
品

缶
が
多
い
。
一
方
、
グ
ラ
ビ

ア
印
刷
の
用
途
の
一
つ
で
あ

る
軟
包
装
も
食
品
に
多
用
さ

れ
て
お
り
、
食
と
い
う
共

通
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
っ
た
。

技
術
的
に
は
ロ
ー
ル
・
ツ
ー

・
ロ
ー
ル
方
式
な
の
で
か
な

り
異
な
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
社
を
東
西
に
設
置
す
る

な
ど
体
制
を
整
備
し
た
。
国
内
シ
ェ
ア

は

％
程
度
は
あ
る
と
み
て
い
る
。

　
第
三
の
柱
が
コ
ー
タ
ー

塗
工
機

事
業
だ
。
薄
い
フ
ィ
ル
ム
を
精

度
良
く
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
、
高

精
度
に
塗
工
す
る
技
術
を
生
か

し
た
。
顧
客
は
金
属
印
刷
、
グ

ラ
ビ
ア
印
刷
と
は
異
な
り
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
セ
パ
レ

ー
タ
ー
や
液
晶
関
連
な
ど
の
分

野
。
成
長
分
野
だ
し
、
テ
ス
ト

の
依
頼
も
多
い
。

　
売
上
高
は
こ
の
３
部
門
が
ほ

ぼ
同
じ
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
い

い
。
し
か
も
全
て
が
自
社
開
発

商
品
だ
。
塗
る
・
は
る
、
刷

る
」
の
コ
ア
技
術
を
生
か
し
て

て
多
様
な
事
業
を
手
が
け
て
き

た
の
が
当
社
の
歴
史
。
こ
の
歴

史
は
こ
れ
か
ら
も
繰
り
返
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

全
３
回

卵
形
ロ
ボ
町
工
場
の
底
力
宮
城
豊
洋
電
子
精
機

試作した磁気アクチュエータ

　豊洋電子精機（仙台市太白区、豊川
光正社長、 ）は、電子計
測機器と自動検査装置、省電力化装置
などを手がけている。最近は科学技術
振興機構（ＪＳＴ）の支援を受け、東
北学院大学工学部機械知能工学科の矢
口博之教授と連携し、原子力発電所や
火力発電所の配管検査に用いる小型装
置「電磁振動を利用した複雑管内検査
用アクチュエータシステムの開発」に
取り組んだ。これまでに磨いた精密加
工技術と回路技術、メカトロ技術を生
かした。
　発電所のボイラや復水器のパイプは
高温高圧のため、割れや減肉などの欠
陥検査が欠かせない。ただ１本当たり
の配管が数十 から ある上、カ
ーブがあるなど形状も複雑だ。定期点
検作業で最も時間がかかるのが配管検
査で、コストも１ 当たり１万円と言
われる。
　開発した卵形ロボットは直径

で、動力源にモーターを使わず、電
磁力と機械的な共振で進むシンプルな
構造だ。パイプ内を自在に動き、搭載
したカメラでパイプの内部の状況を把
握する。豊川社長はこれまでに 種
類以上の機械・装置を開発してきた。
「どんなに難しい依頼も断ったことは
ない。難しいほど楽しいし、燃える」
と笑顔。世間の常識を塗り替える製品
を、町工場から送り出している。

最
優
秀
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
賞
受
賞
　
　
群
馬
小
倉
ク
ラ
ッ
チ

米国法人が米フォード・モーター
から最優秀サプライヤー賞を受賞

　クラッチ・ブレーキ大手の小倉ク
ラッチの米国法人（ミシガン州）
が、米フォード・モーターの 年
度の世界最優秀サプライヤー賞の金
賞を受賞した。モチベーションアッ
プにつながり、現場は活気を呈して
いる。品質、価格、納期を意味する
「ＱＣＤ」で、いずれも高く評価さ
れた。
　フォードに供給しているのは、車
輪の空転を制御することにより、悪
路でも安定した走りを実現できる
「デフロック」と呼ばれる機構の部
品。３年前の納入当初は、フォード
の人気ピックアップトラックの一部
車種の搭載だった。
　しかし、日本での品質管理の取り
組みを米国法人にも浸透させて改善
を繰り返し、採用車種を拡大してき
た。このため、今秋から米国法人の
生産量を４倍近くに引き上げる計画
だ。デフロック機構の部品は現在、

国内外の自動車メーカーから引き合
いがある。クラッチやブレーキに次
ぐ新たな収益源として期待を寄せて
いる。
　同社はカーエアコン用クラッチの
世界シェア３割を誇っている。ただ
自動車メーカーとの直接取引は少な
いため、表彰されたのは今回が初め
て。またフォードの取引先は世界
社を超えるが、選ばれたのはわず

かに 社だった。それだけに喜びも
ひとしおだ。

１１－１２月の予定
　月

　

　◇５日（火）栃木産業人クラブ
「栃木県産学官情報交換会」（宇
都宮市、ホテル東日本宇都宮）
　◇ 日（月）茨城産業人クラブ
「経済講演会『工場長サミット―
変わる茨城のモノづくり』パネラ
ー／幸田暁日立製作所インフラシ
ステム社機械システム事業本部土
浦事業所長、塩谷智彦東京電機社
長、関秀明日立オートモティブシ
ステムズ常務取締役パワートレイ
ン＆電子事業部長兼佐和事業所
長、モデレーター／野口聡関東経
済産業局地域経済部長」（茨城県
水戸市、水戸京成ホテル）
　◇ 日（火）東京産業人クラブ
・東京産学交流会「 年度理事
会・総会および講演会『消費税増
税でどうなる？日本経済』講師／
松村秀樹日本総合研究所調査部主
任研究員」（東京都大田区、大森
東急イン）
　◇ 日（木）千葉産業人クラブ
「秋季ゴルフコンペ」（千葉市若
葉区、袖ケ浦カンツリー倶楽部・
新袖コース）
　◇ 日（木）― 日（金）宮城
・山形・福島・いわき産業人クラ
ブ「宮城モノづくり視察ツアー」
（岩機ダイカスト工業、東京エレ
クトロン宮城、みやぎ復興パーク
ほか）
　◇ 日（金）神奈川・長野産業
人クラブ「アマダ見学会＆交流
会」（神奈川県伊勢原市、アマダ
・ソリューションセンター）
　◇ 日（金）名古屋・岐阜産業
人クラブ「ナガセインテグレック
ス本社工場見学会」（岐阜県関
市）　
　◇ 日（金）名古屋産業人クラ
ブ「劇団四季『サウンド・オブ・
ミュージック』観劇会」（名古屋
市中区、新名古屋ミュージカル劇
場）
　◇ 日（火）千葉産業人クラブ
「 産学官シンポジウム『千葉
県産業支援技術研究所における産
学官連携の取組と中小企業支援』
講師／石井泉同研究所所長、『炭
素繊維の魅力と可能性』講師／邉
吾一日本大学生産工学部教授」

（千葉市中央区、三井ガーデンホ
テル千葉）
　◇ 日（火）神奈川産業人クラ
ブ「天田満明前会長を囲む有志の
会」（横浜市西区、横浜ベイシェ
ラトンホテル＆タワーズ）
　◇ 日（火）山形産業人クラブ
「平成 年度第３回ゴルフコン
ペ」（山形県天童市、天童カント
リークラブ）
　◇ 日（火）大阪産業人クラブ
「第 回ゴルフ大会」（兵庫県三
木市、美奈木カントリー倶楽部）
　◇ 日（金）大分産業人クラブ
「『講演と意見交換会』講師／龍
造寺健介本多機工社長」（大分
市、大分センチュリーホテル）
　

　月
　

　◇３日（火）東京産業人クラブ
「キリンビール横浜工場＆日産追
浜工場見学会」（横浜市鶴見区、
横須賀市）
　◇４日（水）神奈川産業人クラ
ブ「第 回親睦ゴルフ大会」（神
奈川県茅ケ崎市、湘南カントリー
クラブ）
　◇５日（木）大阪産業人クラブ
「アクセス解析セミナー『自社サ
イトをコストで終わらせないため
のＷＥＢ戦略策定』講師／亀井耕
二ウェブ解析士」（大阪市中央
区、日刊工業新聞社大阪支社）
　◇６日（金）新潟産業人クラブ
「『 月の社長会＆忘年会』諸橋
轍次記念館視察、久須美酒造によ
る日本酒講座と利き酒会」（新潟
県三条市、嵐渓荘）
　◇９日（月）九州・山口産業人
クラブ「講演と忘年の会『九州経
済の動向と今後の展望（仮題）』
講師／廣實郁郎九州経済産業局
長」（福岡市博多区、博多エクセ
ルホテル東急）
　◇ 日（火）名古屋産業人クラ
ブ女性部会「学習会＆年末懇談会
『情報を読む』講師／源石和輝東
海ラジオ放送アナウンサー」（名
古屋市東区、日刊工業新聞社名古
屋支社）
　◇ 日（火）茨城産業人クラブ
「忘年会」（茨城県水戸市、山口
楼）
　◇ 日（水）― 日（日）九州
・山口産業人クラブ「海外見本市
・工場見学会　インドネシア視察
ツアー」

新
入
会
員

山形米「つや姫」ＰＲ名古屋産業人クラブ事務局来訪
　山形県の新ブランド米「つや姫」のＰ
Ｒスタッフが 月 日、名古屋産業人ク
ラブ事務局（名古屋市東区）に来訪し
た つや姫レディ」の荒井美咲さん 写
真中央）は「天候に恵まれておいしいお
米ができました みなさん ぜひ食べてく
ださいね」と、つや姫を手にニッコリ。
　つや姫は見た目が美しく、おいしいと
人気が高まっている。県の認定を受けた
生産者が栽培場所や方法などの基準を守
って大切に育てている。発売から４年目
を迎えて供給体制が整ったことから、テ
レビＣＭや新聞広告を開始。中部地区で
の普及に力を入れる。
　来訪は山形県名古屋事務所が名古屋産
業人クラブ会員のため実現した。荒井さ
んの ツヤツヤ の笑顔が美しく咲いて売
り上げ倍増は間違いなし？。

中
国
と
の
付
き
合
い
方
講
演
兪
氏
の
教
訓
を
聴
講
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

茅
理
事
長
が
記
念
講
演
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 １１月１日 金曜日 　　

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

は

月
９
日
、
日

刊
工
業
新
聞
社
名
古
屋
支
社

名
古
屋
市
東
区

で
、
名

古
屋
市
に
拠
点
を
置
く
各
県

の
事
務
所
を
対
象
に
し
た

「
学
習
会
＆
懇
親
会

写

真
」
を
開
い
た
。
明
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
兪
明
鶴

ユ

メ
イ
カ
ク

社
長
が
「
中
国

お
よ
び
中
国
人
と
の
付
き
合

い
方

中
国
と
の
取
引
で
注

意
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
講

演

写
真

し
た
。
兪
社
長

は

歳
の
時
に
来
日
し
、
以

来

年
間
を
日
本
で
過
ご
し

て
い
る
。
兪
社
長
の
教
訓
を

一
般
会
員
５
人
を
含
む
計

人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　
兪
社
長
は
中
国
企
業
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
「
商
品

は
コ
ピ
ー
さ
れ
る
こ
と
が
前

提
だ
。
特
許
問
題
で

勝
て

る

と
は
思
わ
な
い
方
が
い

い
。
ま
た
日
本
の
常
識
は
中

国
で
は
非
常
識
な
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
中
国
と
の
取
引

で
皆
が
悩
む
の
が
代
金
不
払

い
の
問
題
。
そ
れ
は
国
営
企

業
で
も
同
じ
。
ま
た
役
所
は

絶
対
的
な
権
限
を
持
っ
て
い

る
。
役
人
に
は
逆
ら
わ
な
い

こ
と
」
と
、
国
際
ル
ー
ル
が

通
用
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
さ
ら
に
「
最
初
、

中
国
人
は

問
題
な
い

と

言
う
。
と
こ
ろ
が
途
中
か
ら

納
期
遅
れ
な
ど
が
発
生
す

る
」
と
注
意
を
促
し
た
。

　
ま
た
日
本
人
と
中
国
人
と

の
違
い
に
つ
い
て
「
中
国
は

地
域
に
よ
っ
て
言
葉
が
違
う

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
方
や
流

通
シ
ス
テ
ム
も
さ
ま
ざ
ま
。

中
国
で
は
何
で
も
は
っ
き
り

言
う
。
そ
う
し
な
い
と
伝
わ

ら
な
い
」
と
し
た
上
で
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
日
本

は

会
社
対
会
社

だ
が
、

中
国
は

個
人
対
個
人

。

中
国
人
は
会
社
に
対
す
る
忠

誠
心
は
な
い
が
、
個
人
に
対

し
て
は
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う

生
か
す
か
が
重
要
だ
」
と
指

摘
し
た
。
さ
ら
に
「
中
国
は

転
職
率
が
高
い
。
ト
ッ
プ
意

識
が
強
く
、
ス
テ
ー
タ
ス
志

向
も
高
い
。
そ
れ
だ
け
に
雇

用
す
る
場
合
は
５
年
後
、

年
後
の
姿
を
明
確
に
示
す
こ

と
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

　
講
演
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
兪
社
長
を
交
え
て
情
報

交
換
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
　

　
▽
植
森
　
貴
政
氏
　
コ
ス

モ
テ
ッ
ク

ス
社
長

神
奈
川

県
厚
木
市

松
枝
２
の

６
の
１
、
０
４
６
・
２
２
２

・
７
３
５
１
、
産
業
用
電
子

機
器
の
設
計
・
開
発
・
販

売　
▽
内
田
　
正
勝
氏
　
内
田

製
作
所
社

長

神
奈

川
県
厚
木

市
上
依
知

３
０
２

１
、
０
４
６
・
２
８
５
・
１

１
２
１
、
精
密
板
金
加
工
、

介
護
用
緊
急
通
報
装
置
の
開

発
製
造

　
▽
岡
田
　
幸
勝
氏
　
光
学

技
研
社
長

神
奈
川

県
厚
木
市

温
水
１
３

５
、
０
４

６
・
２
２
４
・
２
５
５
５
、

光
学
部
品
の
設
計
開
発
製

造　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ
　

　
▽
真
野
　
和
博
氏
　
真
和

興
業
社
長

愛
知
県

一
宮
市
北

小
渕
１
４

５
８
、
０

５
８
６
・
７
７
・
４
３
９

６
、
溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ
加

工　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
吉
田
　
務
氏
　
加
美
塗

装
工
業
所

社
長

大

阪
市
平
野

区
加
美
東

７
の
２
の

、
０
６
・
６
７
９
２
・
８

２
０
８
、
各
種
焼
き
付
け
、

常
温
乾
燥
塗
装

　
▽
松
下
　
嘉
文
氏
　
す
ば

る
鋼
材
社

長

大
阪

市
大
正
区

三
軒
家
東

３
の

の

、
０
６
・
６
５
５
２
・
１

３
０
１
、
鋼
材
卸
売
り
、
販

売

環
境

省
エ
ネ
テ
ー
マ

東
芝
の
佐
藤
氏
が
講
演

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は

月
９
日
、
日
刊

工
業
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

で

「
２
０
１
３
年
度
第
２
回
分

科
会
」
を
開
い
た
。
東
芝
首

都
圏
支
社
長
の
佐
藤
周
氏
が

環
境
・
省
エ
ネ
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
「
家
庭
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

や
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

の
最
適
運
用
に
よ
り
、

コ
ス
ト
削
減
、
環
境
負
荷
低

減
、
災
害
対
応
力
の
強
化
が

可
能
に
な
る
」
と
紹
介
し
た

写
真

。
ま
た
、
さ
い
た

ま
市
や
ホ
ン
ダ
な
ど
と
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
る
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
実
証
実

験
に
触
れ
て
「
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
の
ス

マ
ー
ト
ホ
ー
ム
を
実
現
し
た

い
」
と
強
調
し
た
。

　
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
参

加
者
一
人
ひ
と
り
が
近
況
を

発
表
し
、
交
流
を
深
め
た
。

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー

ヘ
ン
社
長

は

月

日
、

ホ
テ
ル
日
航
福
岡

福
岡
市

博
多
区

で
「

周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
い
た
。

祝
宴
に
先
立
ち
、
茅
陽
一
地

球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構

理
事
長
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

環
境
を
取
り
巻
く
課
題
」
と

題
し
て
記
念
講
演

写
真

し
、
原
子
力
発
電
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
温
暖

化
の
相
関
と
問
題
点
に
つ
い

て
説
明
し
た
上
で
、
「
原
発

は
高
稼
働
率
で
再
稼
働
す
る

べ
き
だ
。
地
球
温
暖
化
の
気

温
上
昇
目
標
を
２
・
５
度
Ｃ

に
修
正
す
る
こ
と
で
大
幅
に

コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
」
と

指
摘
し
た
。
参
加
者
約

人

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
花
田
会

長
が
「
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
中

小
企
業
の
情
報
発
信
・
収
集

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
会
員
数
を
１
０
０
社
以

上
に
し
た
い
」
と
力
強
く
あ

い
さ
つ
。
前
会
長
の
水
口
敬

司
昭
和
鉄
工
顧
問
が
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
た
。
来
賓
の
広

実
郁
郎
九
州
経
済
産
業
局
長

は
「
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら

脱
却
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
。
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

太
田
清
利
会
長

ざ
び
え
る

本
舗
社
長

は
「
力
を
借
り

な
が
ら
と
も
に
発
展
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
旧
交
と
新
た
な
出
会
い
で

盛
り
上
が
る
中
、
山
口
修
司

北
九
州
支
部
長

Ｃ
＆
Ｇ
シ

ス
テ
ム
ズ
会
長

が
「
ビ
ジ

ネ
ス
の
潮
目
が
変
わ
り
、
好

転
し
つ
つ
あ
る
」
と
期
待
を

込
め
て
締
め
く
く
り
、
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
次
な
る
飛
躍
を

誓
い
合
っ
た
。

企
業
の
護
身
術

桜
井
氏
が
講
演

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
金
治
郎
会
長

佐
文
工
業

所
常
務

は

月

日
、
新

潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

新
潟

市
中
央
区

で
「

月
の
社

長
会
」
を
開
い
た
。
セ
コ
ム

の
桜
井
俊
之
グ
ル
ー
プ
国
際

事
業
本
部
技
術
部
長
が
「
企

業
の
護
身
術
」
を
テ
ー
マ
に

講
演

写
真

し
た
。
海
外

で
シ
ス
テ
ム
開
発
や
技
術
業

務
指
導
を
し
た
経
験
談
の
ほ

か
、
海
外
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
習

慣
、
宗
教
、
文
化
な
ど
の
違

い
や
従
業
員
の
意
識
の
低
さ

が
失
敗
の
原
因
に
な
る
と
い

っ
た
実
例
を
紹
介
し
、
「
企

業
が
海
外
進
出
す
る
場
合
、

そ
の
国
の
常
識
を
尊
重
す
る

経
営
管
理
や
モ
ラ
ル
・
規
則

を
守
る
社
員
教
育
が
企
業
を

守
り
、
運
営
も
う
ま
く
い

く
」
と
強
調
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
篠
田
昇
労
務

管
理
事
務
所
長
が
菊
水
酒
造

の
「
無
冠
帝
」
を
提
供
。
う

ま
い
酒
を
味
わ
い
な
が
ら
、

海
外
で
の
体
験
談
が
弾
ん
で

い
た
。

ゴ
ル
フ
大
会

塚
本
氏
が
優
勝

茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

高

橋
日
出
男
会
長

協
立
製
作

所
社
長

は
５
日
、
太
平
洋

に
面
し
た
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽

部

茨
城
県
大
洗
町

で
、

「
第

回
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

開
催
し
た

写
真

。
あ
い

に
く
の
雨
で
、
強
風
に
も
見

舞
わ
れ
た
が
、
参
加
者

人

は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競

っ
た
。

　
優
勝
は
ネ
ッ
ト

・
２
、

グ
ロ
ス

で
、
リ
ー
デ
ン

同
土
浦
市

の
塚
本
隆
浩

社
長
が
獲
得
し
、
「
優
勝
で

き
て
う
れ
し
い
。
引
き
続
き

練
習
を
重
ね
て
が
ん
ば
る
」

と
喜
ん
だ
。

　
準
優
勝
は
ネ
ッ
ト

・

４
、
グ
ロ
ス

の
高
橋
会
長

で
、
「
ハ
ン
デ
ィ
に
恵
ま
れ

て
２
位
に
な
っ
た
。
次
回
は

優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
た
。

　
ま
た
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は

グ
ロ
ス

で
、
宏
明
技
研

同
下
妻
市

の
渡
辺
宏
氏

が
２
大
会
連
続
で
輝
い
た
。


